
シミュレーションを行った広域連携パターン数 シミュレーションを行った広域連携の手法

北九州圏域 ２パターン
・施設の共同設置・共同利用（施設の統廃合）
・事務の広域的処理
　（事務や委託の共同化、システムの共同化）

筑後圏域 ６パターン

・経営の一体化
・施設の共同設置・共同利用（施設の統廃合）
・事務の広域的処理
　（事務や委託の共同化、システムの共同化）

筑豊圏域 ２パターン
・事務の広域的処理
　（事務や委託の共同化、システムの共同化）

圏域をまたぐ連携 ３パターン
・施設の共同設置・共同利用（施設の統廃合）
・事務の広域的処理
　（事務や委託の共同化、システムの共同化）

シミュレーションを行った広域化パターン

※シミュレーションを行った事業体名については、プラン掲載の合意に係る協議調整中のため、現時点では未公表とする。
※関係事業体との協議により、掲載するパターン数等が変更となる場合がある。
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